
 

 

平成２９年度事業実施状況 
 

１ 事業の一覧  【研】：研修センター機能  【情】：情報センター機能  ○：会議他 

 事 業 内 容  

４月 【情】センターだより発行 

【情】平成２９年度版リーフレット作成・配布 

【情】教材機材貸出開始 

【情】アプリケーション操作支援（メール登録・設定） 

二俣保育所（4/17） 大谷地保育所（4/25） 大川保育所（4/27） 

５月 ○第１回センター連絡会議（5/12） 河北総合センター 

○センター利用説明会（5/17、5/18） 河北総合センター 

対象：学校関係教職員・社会教育施設等関係職員 

※ ２日間のうち、いずれか都合の良い日に参加  

【情】アプリケーション操作支援（パワーポイント出前講座） 

桃生新田保育所（5/24） 

○第１回運営委員会（5/26） 河北総合センター 

【研】退職校長会ＰＣクラブ（5/27） 石巻市情報プラザ 

６月 【研】サテライト研修会開始（～２月） 

【情】アプリケーション操作支援（パワーポイント出前講座） 北村保育所（6/12） 

【研】河北ゆうゆうＰＣクラブ開始（～３月・年１５回） 石巻市情報プラザ 

７月 【情】センターだより発行 

○運営委員会役員会（7/5：試写教材選定） 河北総合センター 

８月 ○第２回運営委員会（8/3：購入予定教材試写会・選定） 河北総合センター 

【情】女川町獅子振り披露会：撮影記録（8/6）・ＤＶＤ作成（8/23～8/25） 

【情】ジュニアリーダー中級研修会：撮影記録（8/17、8/18）・ＤＶＤ作成（8/29～9/5） 

【研】デジタルメディア研修会Ⅰ（8/22） 石巻市情報プラザ 

対象：学校関係教職員・社会教育施設等関係職員 

パワーポイント基本研修（受講者５名） 

○第２回センター連絡会議（8/25） 石巻市情報プラザ 

９月 【研】デジタルメディア研修会Ⅱ（9/7、9/8、9/14、9/15） 石巻市情報プラザ 

対象：学校関係教職員・社会教育施設等関係職員 

エクセル基本研修（受講者６名） ※夜間実施 

【情】平成２９年度新規教材購入 

１０月 【情】アプリケーション操作支援（パワーポイント出前講座） ※センター来所 

和渕保育所（10/4） 

【情】センターだより発行 

【情】野蒜ヶ丘まちびらきまつり：撮影記録（10/15） 

【研】情報教育研修会（10/27） 桃生公民館文化ホール 

対象：２市１町学校関係教職員（参加者６２名） 

研修内容：ＩＣＴ活用に関する研修 

  講話１ 「ＭＩＹＡＧＩ Ｓｔｙｌｅ（みやぎスタイル）」について 

      宮城県教育委員会 教育企画室 主幹兼企画員 山下 学 氏 

  講話２ 「プログラミング教育」について 

    東北福祉大学 教育学部 教育学科 初等教育専攻 山下 祐一郎 氏 



１１月 【研】デジタルメディア研修会Ⅲ（11/9、11/10） 石巻市情報プラザ 

対象：学校関係教職員・社会教育施設等関係職員 

ワード文書作成研修（受講者２名） 

【情】成人式ＤＶＤ作成支援（牡鹿地区） 

【情】石巻地区青年文化祭撮影・記録（11/19） 

１２月 【情】センターだより発行 

【情】成人式ＤＶＤ作成支援（石巻地区・女川町） 

１月 【情】成人式撮影記録ＤＶＤ作成支援（石巻市石巻地区）（1/7） 

【情】女川町「帰宅・安全指導放送」録音編集(1/15) 

【情】大曲保育所：なかよし発表会ＤＶＤ作成支援（1/16、1/25） 

【情】住吉幼稚園：なかよし発表会ＤＶＤ作成支援（1/17、1/18、1/30、2/5） 

２月 ○第３回センター連絡会議（2/19） 石巻市情報プラザ 

○第３回センター運営委員会(2/21)  河北総合センター 

３月 【情】センターだより発行 

【情】住吉幼稚園：卒園式ＤＶＤ作成支援（3/28、3/30） 

○次年度計画立案 

 

【サテライト研修会について】 

石巻地区２５の小中学校、幼稚園・保育所等において児童生徒１，７７５名、職員１７３名、  

保護者２６９名を対象に研修会を実施した。 

情報化が急速に進展し、自宅や職場、街中のあらゆるものがインターネットとつながっており、

社会をより豊かにしている。一方、プライバシーの侵害や個人情報の流出などの危険性が高まって

いる。青少年においては、インターネットによる被害や非行の低年齢化が進んでおり、幼少期から

情報社会に対応するための教育が求められている。 

   デジタルアーツ株式会社が平成２９年３月に発表した「未成年（１０歳～１８歳）の携帯電話・

スマートフォン利用実態調査」によると、１０歳以上の小学生は６０．２％、中学生は８２．０％、

高校生は９８．５％が携帯電話やスマートフォンを所有している。特に小学生の所有率が前年度よ

り２０％以上増加し、スマートフォンの利用の低年齢化が伺える。アプリについては、全体として

LINEやYouTube、中・高校生になるとTwitterやInstagramの使用頻度が高い。しかし、SNSによるネッ

トいじめから不登校になったり、自ら命を絶ったりするなど、問題が深刻化している。また、知ら

ぬ間に事件や犯罪に巻き込まれるきっかけになっている。青少年の情報モラルの根底は幼少期から

の積み重ねであり、日頃から家庭で教えることが大切である。しかし、子供たちを取り巻く現状や

スマートフォンなどの適正な利用の仕方を理解している大人は少ない。学校では、各教科や領域と

関連付けてコンピュータやネットワークを活用したり、情報モラルについて学ぶ機会を設けたりし

ているが、「指導内容が多岐にわたっており知識が追いつかない」、「どのように指導を展開した

らよいか分からない」などが原因で指導を躊躇している教員は少なくない。当センターの社会教育

主事としては、地域や学校が抱えている課題を把握するとともに、視聴覚・情報教育の専門性を生

かした支援をしていくことが大切である。 

 以上のことを踏まえ、「情報モラル学習」「情報モラル研修」「ICT活用研修」「アプリケーショ

ン活用研修」の４本柱で本研修会を実施している。 

 



１「情報モラル学習」 

  教員を対象に、情報モラル学習について支援をした。具体的には、依頼校へ出向き、社教主事

が自ら授業を行っている。事前に打合せをもち、可能な限り担任の希望に沿った指導内容にして

いる。また、本時の指導案やワークシート、授業の導入で提示するためのアンケート、考察を含

めてグラフ化したアンケート集計結果、補助資料（「LINEを安全に使うための設定」他）を提供

している。今年度は主に「ネット依存」「ネット被害」「SNS等のトラブル」について実施した。 

 

２「情報モラル研修」 

  教員と保護者を対象に、情報モラルについて講話をした。今年度は、スマートフォンを持たせ

る前の親の心構えや安全安心なインターネット利用などをテーマに、トラブル事例や調査結果を

提示しながら話をした。参加者の知識に個人差はあったが、それぞれの立場で子供たちをどのよ

うに守っていくか、意識を高めることを目的として実施した。問題の解決策として「子供を見つ

め、見守ること」、そして「子供を理解し、共感しようとすること」、つまり親子のコミュニケー

ションが一番大切であることを伝えた。今後は、参加者に問題を提起して一緒に解決策を考える

ような研修内容も取り入れていきたい。 

 

３「ICT活用研修」 

  教員を対象に、情報機器の活用について提案した。情報機器を使うことを目的とせず、あくま

でも教科のねらいを達成するための手段であることを常に意識するように話をした。また、具体

的な活用場面や活用方法について紹介したり、一緒に考えたりした。「いつでも」「どこでも」

「誰でも」気軽に活用できるよう、自身も研修に励んでいきたい。 

 

４「アプリケーション活用研修」 

  教員を対象に、アプリケーションの基礎的な操作の研修をした。今年度は、幼稚園や保育園か

らの依頼が主だった。研究発表会のプレゼンや園のおたよりの作成、エクセルを活用したデータ

集計など、各園に応じた実務的な内容を実施した。今後は、学級経営に役立つアプリケーション

の活用についても考えていきたい。 

 

時代の進展とともに情報化による課題が変化しており、既存の知識が通用しなくなることが考え

られる。例えば、不特定多数の相手と接するインターネットを子供たちに問題なく利用させるため

には、大人自身も情報モラルや情報機器の知識、技能を身に付ける必要がある。しかし、多忙で時

間がないのが現状である。そこで、それぞれのニーズに応じた研修の機会を提供するとともに、内

容の改善を図っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２ 貸出し事業の概要 
 
（１）教材・機材の貸出し件数  

年度 平成 28年度 平成 29年度 前年比 
% 月 石巻市 東松島市 女川町 合計 石巻市 東松島市 女川町 合計 

4 月 51 14 0 65 32 9 0 41 63% 

5 月 26 11 2 39 34 7 7 48 123% 

6 月 31 10 0 41 58 20 3 81 198% 

7 月 28 11 10 49 41 13 3 57 116% 

8 月 45 7 2 54 49 6 0 55 102% 

9 月 50 14 2 66 69 4 0 73 111% 

10月 57 10 0 67 50 5 0 55 82% 

11月 53 7 2 62 25 8 0 33 53% 

12月 31 11 4 46 18 3 4 25 54% 

1 月 57 8 0 65 39 5 0 44 68% 

2 月 35 19 0 54 29 8 0 37 69% 

合計 464 122 22 608 444 88 17 549 90% 

 
（２）貸出先種別件数 

 平成 28年度 平成 29年度 前年比 % 

幼稚園 66 25 38% 

保育所等 159 204 128% 

小学校 136 97 71% 

中学校 68 49 72% 

高等学校等 9 27 300% 

官公署等 25 73 292% 

教育委員会等 138 70 51% 

福祉施設 7 1 14% 

その他 0 3 － 

合計 608 549 90% 

 
（３）メディア種別貸出数件数 

 平成 28年度 平成 29年度 前年比 % 

DVD 305 312 102% 

16mm 14 3 21% 

ビデオ 11 1 9% 

機 材 278 233 84% 

合 計 608 549 90% 

   ※データ集計日：平成３０年３月１日 


